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バンコクエカフェ事務局通信⑤

～峨8年易月の

インドネシア地質鉱産事情の若干～
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1968年2月の4目から11目までインドネシアジャワのジャ

カルタとバンドンとを訪れ鉱産地質関係の諸機関をたずねる

機会をえたので今回は地質鉱産関係のことを紹介しよう.

ジャカルタにて

ジャカルタについたのは2月4目翌月曜5目鉱山省

を訪問した.DirectorofGeo1ogyというタイトルの

シギット氏(D･s.Soeta･joSigit)は前地質調査所長と

して活躍し今また鉱山大臣の有能なスタッフとして同

国の鉱産行政に大きく貢献している人で日本の地質･

鉱産関係者にはなじみが深い.同氏は多忙の中の1時

間をさいて筆者と話合いいろいろの情報を与えてくれ

た.

同氏によると鉱山省は68年2月現在次のよ一うな組織

をもっている(第1図).鉱山相は前バンドン工科大学

の教授であった化学技師のSumantriBrodjonegoro博

士で監査局長官は海軍士官官房長官は技師鉱業総

局長官は陸軍準将石油ガス総局長官は陸軍中将鉱業

総局長官の準将は錫の国営舎杜の長をもかね同様に

石油ガス総局長官の中将は国営石油会社PER=M工NAの

長をかねている.鉱業総局長官の下に地質調査所(長

:Drs.Johamas)と鉱山局(長:MLEffendi)とがあり
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鉱業総局長官石油ガス総局長官

国有企繁三国有企業:

地質調査所錫登録局PERMlM

(長:ヨハネス氏〕石炭

鉱山局一般鉱業開発企画局1PERT舳1N

第1図インド系シア鉱山省構成因(1968年2月現在)

沢田秀穂

また国営舎杜として錫石炭一般鉱業の3部門がある.

石油ガス総局長官の下には登録局と開発企業などをあつ

かう局ならびに国営舎杜pERM工NA,PERTAMIN

などがある.官房長官の下には一般鉱山企画研

究･探査･訓練･開発(長:シギヅト氏)庶務会計

組織･労務法務の7つの部門がありこれらはそれぞ

れの分野において日常の業務と企画について鉱山相を

直接補佐する.

1967年末に近くインドネシア政府は新たにスマトラ

15カリマンタン(ボルネオ)18セレベス8ジャワ･

フロｰレス1各面イリアン10計53の地区を示して

外国名杜の探査･開発の対象としてとりあげ積極的に

各社の参加･入札を求めたことは周知のとおりですで

にこれらの地域内外における活動に対し日本側も大き柾

興味を示しているがこのような政策の企画･実施につ

いてシギット氏はその中心とたって精力的に活動して

いる様である.私カミ鉱床調査をやるにしてもその地

域をふくんだ広域の基礎的地質調査が先にまたこれと

同時に実施されるべきではないかとのべたのに対し今

回の外国会杜に対する探査開発のよびかけにおいても

その地区全体の25万分の1の地質図を一般地質ならびに

調査報告書にそえて提出しなければたらないとしている

ことをのべまた昨年あたり国家予算カミ十分えられなか

ったため地質調査所々員を外国会杜のインドネシア内

での調査にあたってその会杜の負担をも得てこれに参

加させたことをのべていたがこのように広い視野をも

って理想的な方向をしっかりとにぎる一方きわめて

現実的に問題をうまく処理して.いくことのできる同氏の

ような人を鉱山相の直接の補佐官としてもっているこ

とはこの国の地質鉱産の分野での将来に非常なプラス

になることであろうと感ぜられた.ちなみにこの外国

会杜へのよびかけのため用意された資料をシギヅト氏か

ら一部与えられたがその内容は

申請様式

インドネシァにおける鉱物の探査開発の見込一入札の手引�
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策1表戦前および最近のインドネシアの鉱物生産額?

べ�1940�ユ965�1966�1967�単位

石油�8,050,000�27,954,312�26,778,153�?�皿3

錫�仏400�14,934�12,769�13,818�t

石炭�2,001,OOO�390,548�319,829�±200×103�t

ボｰキサイト�275,㎝�688,259�701,255�912,266�t

ニッケル鉱�55,500�102,O02�117,402�168,8跳�t

金�2,798�209�128.2�±240�kg

銀�46,847�9,294�6,867.2�9,500�kg

硫黄�17,179�1,288�1,200�?�t

マンガン�11,900�415�?�?�t

第2表インドネシアにおける地質図の作成進捗度

インドネシア陸地総面稜…･1,904,000k㎜2

(735,100平方マイル)

(1968年2月現在

シギヅト氏による)

地質図作成ずみ地域

縮尺10万分の1および20万分の1によるもの

概査(部分によりきわめて概略のみ)

未踏査陸地都

海上部分

陸地総面積に

対する割合

約5%

約70%

約20%

未調査

外国資本投資法

インドネシアの出版未出版地質図一覧表および索引回(イ

ンドネシア地質調査所作成)

5.調査入札地域索引回

6,200万分の1インドネシア地質図(イ国地質調査所作成)

7.卑･貴金属分布図(同前)

8.鉄･鉄合金金属分布図(同前)

9.地形図索引回(陸軍地形局作成)

からなっていてきわめて組織的かつ親切である.

また文書2によると旭に資料は同国鉱山省の鉱業外

国参加委員会から求めることができまたバンドンの地

質調査所で公刊未公刊資料を研究･利用することもでき

ると記されている.なお上記資料などからもしられる

ようにシギット氏と地質調査所(長:コノ･ネス氏)と

の間には常に緊密な関係が保たれていることはその後

地質調査所を訪れてみてさらに確認されたがこの国に

とってたいへんよろこぶべきことというべきであろう.

上記鉱山省の組織についてのべた所からもしられるよ

うに要職に軍人のついていることは注意すべきことで

(1967年11月現在シギット氏による)

ありこの点現在のビルマ政府および戦時中の日本の状

態を思い起こさせる.恋おシギヅト氏から与えられた

資料の一つに同氏の作成にかかる“インドネシアの鉱

物調査開発の見込"(1967年11月27目付)というのがあり

これによるとインドネシアは北緯6度から南緯11度

東経95度から同140度にわたり地球上の陸地の約4%

をしめその地史からみて各種鉱床にとみ現在すでに

しられ開発されている鉱物の数も多い.しかし現在の

生産は40年から100年以上も昔に発見された鉱床からの

ものでこれら鉱床は比較的事庸がわかっている地域の

地表がその近くにあるもので既知鉱床でも十分調査g

行き届いてないものが多く25から50年前みこみなしと

されたものでも再調査の要がある.まして最近の採鉱

冶金技術の進歩と鉱物に対する需要の変化とが著しいこ

とを考えればたおさらのことである.また第二次大戦

とその後の不安定匁政治事庸のためインドネシアの鉱

業は打撃をうけ資本の欠乏により鉱山の復興･拡張

がはばまれ大規模の地質図作成と鉱物探査との断絶

のやむなきに至ったことは第1～2表のみをみても明ら

かである.インドネシアの石油を除く鉱物の輸出は同

シキツト筑鋤五燃

繍燈鴬搬也質調査蘇

媛

称からインドネシア

地徽鯛麓臓蔓…ハ漁猟

}繋=…蓬坪汲ダ～レ黍茜葦婆

繰幾バドマナガ多�
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国の全輸出の正｡･b･価格の約6～7%をしめそのう

ち錫カミ現在最も重要でボｰキサイトニッケルマン

ガンを合わせてもその輸出価格は錫の輸出価格の約10

%をしめるにすぎたい.

インドネシアは今までしられた所だけでも石油石

炭錫ラテライト質含ニッケル鉄鉱の資源は莫大で

さらに多くの各種鉱物資源にとむものと信吾られる.

国内には地質概査の結果によると一般地質状況が鉱床

賦存に好適な広い地域カミあり交通の不便地形のけわ

しいこと密林におおわれていること次とが今では調

査を困難にしていたものの近代的調査法一空中調査

空中物探一地化学探査匁ど一をつかい予算が十分にえ

られればこれまで接近不能とされた地域も新しいみこ

みが乏られるものと思われる.

同国政府はその鉱物資源の重要性と鉱業か国の経済

に貢献するところ大であることを十分認識しまた莫大

な天然資源開発において外国の資本と技術とを利用す

る利益をも認識しそのため外国資本投資に関する

1967年法律第1号により各国名杜に対しインドネシアで

の鉱業への投資を可能にしたとのべている.すなわち

同国鉱業に外国が参加する場合;

第1に同国の憲法と鉱業法とによれば鉱物資源は国

有財産で国家により管理され国家が独占的に採鉱権

をもっている.鉱業法の定める特定の条件下にあって

は政府は採掘認可を国営企業同国の私企業または

インドネシア市民に対して与えることがある.

外国の鉱業参加については1967年法律第1号第8条

に定める所は“鉱業部門での外国資本の投資は現存

諸法規にそう作業契約またはその他の型式に基づく政府

との協力によるものとする"とあリ従ってインドネシ

アでの鉱業に志す外国会杜は同国政府または採掘認可

をえたものと“作業契約"を結ばねは在ら狂い.この

制度の根本原則は外国側は生産品の販売をもふくむ場

合もある全作業段階を同国政府のためこれに代ってと

り行なうというにある.従って採鉱権はあくまでも政

府のもので外国側は請負業者の立場になるわけである.

また機材設備は請負業者のものとされリスクはすべて

請負業者がおうべきものとされる.操鉱に関する“作

業契約"は外国請負業者と政府を代表する鉱山相との間

に結ばれる.外国資本の投資をすすめるため各種の

減免税制度があり経済的に特に重要た事業に対しては

特に考慮を払い優先権を与えかかる事業に投資する

外杜に対してはさらに各種の恩典を与える用意がある.

また各種鉱業法規カミ外国の参加を招く様に立案または

改訂されつつある.

すでに西イリアンのErtsbergの銅鉱床開発について

は契約が結ばれまた陸上海上の錫東および南東スラ

ウェシ(セレベス)のニッケノレ鉱床全国にわたるボｰキ

サイト鉱床Waige0諸島や西イリアンのニッケル鉱床

各地海上の重鉱物･貴金属などについても交渉が行政わ

れている.さらに前述の様に53地区の入札よびかけが

あり(石油･天然ガスを除く)これらの地区では1社が

独占的に請負権をえて一般地質調査採鉱調査を行たう

ことができその調査期間は3年場合によっては1年

間の延長を2回までくリ返すことができる.調査の結

果稼行可能の鉱床がみつかればその鉱床を開発する

独占的請負権カミその会社に与えられ政府が同意すれば

その会社は第三者を紹介して自社では開発する用意の

ない鉱床を開発さすこともできる.外国会社側は鉱石

をインドネシア内で選鉱精錬し粗くてはなら狂い.

石油天然ガスについては次の様にのべられている;､

すなわち外国側がこの分野で参加しようとする場合

には国営企業との協力の形をとり作業契約または生産

インド率シア地質調査所所員の行動一覧讃

製図室�
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策3表インドネシア地質調査所々員職務別構成第(1968年2月現在)
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第4表インドネシア地質調査所建物床面

積(1968年2月現在)(皿2)

所長室

事務管理室

地質部

探査部

土木水理地質部

火1⊥1部

実験室資料部

計
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･職名については次のような仮訳名を用いた:

Geo1ogist:地質技師Assist帥tGeo1ogi-

st:地質技手Exp1.Eng三neer:調査技師

Ass.Exp1.Enginee■:調査技手Che皿i-

st:化学技師Prosecto■:探査員S㎜ve-

yor:測量員VolcanologyObse岬er:

火山観測員A皿alist:分析員Laboτato町

Assistant:実験助手Dri11i口gTech皿ici-

an:試錐員O出ertecl㎜ician:その他の

技術員

現職1033休職29(退職予定)計1.062

晶分割協定による.その法的根拠は1960年法律第44号

石油および天然ガスに関するのもである.

従って国有企業に作業運営の責任があり国家カ祐油

(製品)を所有し請負業者として作業する外国会杜は生

産された石油(製品)の一定割合をうけとる.

愀

戀

�

�

外国会杜は全作業費用のリスクを負うただしこれは本格

的生産が始まれば回収可能である

調査および開発の最長期間はそれぞれ10年および20年

すべての資産は国営企業のものとなるただし下請負人

の自由に輸出入しうる所有物にはこれはあてはまらない

インドネシア共和国の諸法が協定に対し有効

たどがある.

さらに外国会杜は調査に使う考えの最少額をのべる裏

カミあり協約中にはインドネシア人を各種職務について

使用･訓練するという項をもらねばならたい.

地域によってはさらに競争的な条件があってSignatu-

reb㎝usやあるいはProductionbonusを政府に専え

るとか政府への生産品分与をふやすとかある程度の

生産レベルに達すればdownstreamoperationsに追加

投資するとか最少支出額をふやすとかインドネシア

の消費者にサｰビスするとかいうことカミ求められるこ

とになる.

最近政府は外国5社と生産分割協定を5つむすびカ

リマンタン(ボルネオ)南南東東方海上ジャワ･マ

ッラの北方海上および南カリマンタンの各地域の石油を

探査開発することになった.この他交渉中のものが

陸上海上数地域についてあり現在の協定･交渉によっ

てこの国の最も有望な含油大陸棚の約90%は海上探査

が行なわれることになる(本誌162号18～25頁星野氏の

記事参照).

結論としてインドネシアの一般鉱業石油ガス産

業を外国の参加に開放することはすでに軌道にのり国

際私企業資本がこの国に非常に興味をもっていることか

ら政府は元気を得て経済的政治的安定という必要条件

を作りだすため大いに努力中である.鉱業部門にあっ

てはやっとスタｰトしたばかりということはいうまで

も狂いが鉱物資源の潜在可能性については十分に自信

をもっているとのべている.

バンドンにて

バンドンでは地質調査所国立地質鉱業研究所(Nati･

onalInstituteofGeologyandMining)バンドン工科

大学鉱物工学部の3つを訪問することができた.

1.地質調査所

インドネシアの地質調査所については本誌に度々報せ

られており(5462718085888991100

108113の各号が多かれ少かれ関連がある)調査所に

特に詳しいのは88号の菊池徹氏による“インドネシアの

地質調査所"で同記事と合わせてご覧いただければ一

層興味が深いと思われる.

さて同所の現在の庁舎は1929年バンドンで第4回汎

太平洋科学会議の催された折に新築されちょうど40年�
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をへておりなお使用にたえるしっかりした建物である

カミ諸設備は更新の時期がきておりコノ･ネス所長も各

国の協力をえて各種実験室たどを最新のものにしたいと

語っていた.菊池氏滞在中増築をしていた庁舎の一部

はその後1964年でき上り現在の床面積は第4表のとお

りである.なお88号29頁右下隅の庁舎は完成して現在

AcademyofGeo1ogyandlMiningとよばれ一般の地

質技手の訓練に使われ調査所の約60人の技手の大部分

もここで養成された由で教室カミ3つ岩石標本室1つ

がある..調査所全体の敷地は菊池氏によれば約

56,000㎜2で非常に広く中に立派な回教祈薦所もあり

今後も各種施設を新設するに十分である.同所の構成

は菊池氏在任中に比べ8部から5部と部の数がへり

その下の構成もかなりのくみかえが在されていることは

第2図と88号27頁の表とを比べていただくとおわかりの

とおりである.

ほとんど変化溶くこれを含む事務系職員は200余名と

228名でこれもあまり変化はなかったようである.こ

他おもに火山試錐の部門に属する労働者が73名いて

総計1,033名この他に退職予定の待命者が29名いる.

なお88号27頁に記されたクルｰト火山火口湖排水トンネ

ル工事は1966年に再び噴火がおこりさらに工事を行な

い湛水量をへらすことに成功現在は駐在員はいない由

である.また筆者訪問当時は菊池氏の記された外人技

術者は全部国外にさり1人ものこっていなかった.

.博物館は非常によく保持され先人の遺産は十分に守ら

れている.機械器具については一部部品不足のため稼

働していないものもあるカミ他方ソ連製の工作機械･発

電機などフノレに活用されているものもある.ただクリ

ノメｰタなど未だに十分ではたい由で調査所々有の

自動車の数は多いカミ1961年次以降新車がえられずこの

ため使用できぬものも多いという.

所長は戦後インドネシア人の初代所長は独立戦争当

時戦死二代所長も死去して両氏の写真は図書室入口の

上と右にかかげられている､三代所長スロｰジョ氏は

現在鉱山省顧問四代シギット氏は前述の適リ鉱山相補

佐官そして五代目が現在のコノ'ネス所長である.所

員の構成は表4の通りでGeologist,Explorat1onE㎎i-

neerは88号当時の16名に比し55名と大きく増加しAssi-

stantGeologistとAssistantExp1orationEngineerは

21名から54名とこれもかなり増加している.他に化学

技師4名探査員36名がありまたSurveyOrとV01ca吐

｡1ogyObserverは約200人から145人と減っており(但し

88号ではSurveyorのみ)その他の技術補助員は約400

人から438人と変化が放い様で運転手50名から46名も
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所の予算は開発費と経常費とに分かれ前者に1967

年には1,000万ルピｰであったカミ1948年度は9,000万

ノレピｰと予定されている(1968年2月7目1米ドノレは

268インドネシァノレピｰ).この1968年度予算は大別し

て建物に1,500万ルピｰ機器に2,O00万ルピｰ

調査に5,500万ノレピｰとなる.この予算で今年度60人

の地質技師60人の地質技手120人の測量員か6月間

野外調査に従事できるみこみである.

経常費は4,500万ルビｰで給料器具建物の緯持な

どにあてられる.現在所員の給与は所長で月4,O00ル

ピｰ他の所員は2.0001,OOOルピｰといったところの

由で菊池氏在任の頃と生活事庸(物質的)は大差カ沈い

のではたいかと思われわれわれ目本の地質調査所員の

戦後数年間の物質的生活を恩わせら

れた.

昨1967年度は上述の様に予算が十

分でたく野外調査も非常にはばまれ

た様でそのためもあってか所員を

国内で作業する外国の会杜に派遣L

てその調査に参加させその会杜か

ら派遣所員に対する給与の上づみを

求めるという苦肉の策もとられてお

りこの方式を今後さらにすすめる

意向の様にきいた.現在地質技師

4名測量員1名が西イリァンの銅

鉱床調査にあたり米国のFreeport

SulphurCompanyに対してこの方

式で協カしている.

またこのほか政府諸機関や各種

第2図インドネシア地質調査所構成図(1962年2月現在)(数字は概略人員数本誌88号26～27頁参照)�
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私企業に対し請負の形で作業をしており水井戸用の試

錐機12台は全部外部からの財源によって活動中でその

ための修理工場が一つジャカルタに設けられておリコ

ァ試錐機も全部外部機関のため使用されている状況であ

る.現在のところ試錐は同所の各種活動中最も活発

たものの一つでまた外部からの財源獲得の有力な手段

の由である.

もちろん同地質調査所の主要事業は一般的な地質調査

ではあるが同時に経済的な方面の調査も行うべき事業

の一つである.印象的だった同所での見聞の一つは縮

尺5万分の1ジャカルタ周辺地域の災害予防を考え

ての地質図作成が行汰われこれは広域の計画立案

を目的としさらに小縮尺め鉱物分布図を伴っており

地質状況を基礎とした種々の科学的基礎的災害対策･広

域計画などが立てられていることやまた火山の災害に

ついても基礎的地質調査にもとづいて立派な地質図が作

られこれまた科学的な対策が講ぜられつつありこの

種防災･広域計画立案だとの部門でも同所カミきわめて

活発に活動していることをかいまみることかできたこ

とである.

同所が旧式になってきた各種設備を更新して近代

的な設備にきりかえるため各国の協力を求めようとし

ていることは前述のとおりでその中には空中写真土

木地質などの分野も含まれている.現在ある化学分析

室その他の実験室は古いけれども非常に大き彼ものであ

るがさらに新しく各種実験室用の建物を建築中で

これをもって古い実験室にかえることが企てられている.

話器具･消耗品類については昨年は予算の関係で非常に

困難な状況にあったらしく写真から判断すると菊池氏

在任当時よりさらに悪化していた様に思われる.しか

し1968年には前述の通り予算が大きく増加しているので

事情はずっと改善されることであろう.

また前にしるした様に菊池氏の唄いた外人技術者

土木地質課保存草稿(1910年代σ)もの)

図書室壁には初代所長の写糞(大)と二代所長の写真(小)がかけてある

繰蒋灘鵜の鑑灘掃繊

インド沸シア地質調査所の新手咄版物�
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が全部い放くなっていたカミ目本の場合はインドネシア

側の国家予算カミこれらコロンボ計画派遣員の受入れに十

分でなかったためこの種の協力が中絶したわけであっ

てこれも1968年の予算増額によって再開したい意向で

ある.

図幅調査についていうと既刊図として50万分の

1のジャワ(1963年)100万分の1のスマトラの地質図

があり1967年にはジャワの10万分の1の地質図幅は6

図幅か完了し1968年にはさらに約10図幅が完成する予

定という.また南部スマトラの満目ヨ地方を除いた分に

ついては図幅調査が完了している.現在図幅専任の地

質技師は15名でその他の地質技師も随時参加しまた

バンドン工科大学からの参加もあるという.

水理地質図についていうとマッラスムパ両島

の分は既刊ジャワとスマトラ南部のLampmg地方に

ついては編集中セレベス南部とバリ島については編集

を計画中シャカノレタの水理地質図も作成されこれに

は同地域で実施された多数の試錐の資料が利用されま

た同地域の立体模型も作られている,また全国にわた

って地方官庁からえた資料と調査所の調査結果とから温

熱1鉱廉の図を編集申である｡

笈あフエ地域鉱床生成区團については費本の

地質調査所長から送られてきた形式にもとづき資料表を

ステゴドンの比肩とヨハネス所長(付属博物館)

作成中で1968年2月末までには終了の予定であった.

またエカフェ地域地質図の改訂版の資料は編

集担当者(インド地質調査所長)に既に送られている.

土壌地図その他も南部スマトラについて作られて

おりまた図幅によっては土壌の資料を含んでいるもの

もある.

また200万分の1全国地質図は1965年すでにシギ

ット所長時代に公刊されている.以上の様に各種の基

礎的地質図が多数作成･公刊されていることは同所の

基本方針が国の地質調査所の向うべき方向に正しく向け

られ各種の大ミな政治的経済的困難にもかかわらず少

しもゆるカミずたゆまずに努力が重ねられてきたことを

示すものであって現在のアジアではけだし稀有の例

に属しこれまで代々の当事者の英知と勇気と努力とは

大きくたたえられるべきものであろう.

次に目をひるがえして修理工場にうつすとここ

には各種工作機械など約婁｡点があり私のみた限りでは

英国製コンプレッサｰを除いて他はすべてソ連製.ソ

連派遣図が燐鉱石鉱床探査にきた時(工961～63年)試錐機

工作機械§脾㈹脾凶ジｰゼル発電機匁どをも梼参

したカミこれらは全部｡reditによるものの由である.

現在修理工場は主として試錐関係の仕事にかかっている

ようでその使用する電力には買電だけでは不十分なの

で上調発電機によって白象発電を行なっており試錐関

係部門が非常に活発に活動していることを象徴するかの

様であった,

当所の博物館は内容からいってアジア地域で一

二を争うものではないかと思われるがここで気力茎つい

たことを若干あげると石器土器なども各種人類の頭

骨などとともに陳列され考古学的資料もかなりあること

漢だ一方では結晶の模型地形の模型多くの火山の模

型がありま化炭坑その他の多くの断面をガラス板に

レ･て示し恕立体模型があって一般の人序の教育の面

がよく考えられていることち匁みにガラスは年代が

古くなったため失透現象をおこしているものもありこ

のような模型を作る時の材料についての考慮の必要なこ

とを示していた｡漢だ博物館の壁にちゃんと灰皿がそ

なえてあてたのは分析室の巾で電誘がボックスの中に

入っていて電誘をかける時は同室の他の人々のじ伸

妻をし扱いでかけられるようになっていることともに周

到放設備をおもえた.

各種標本の敢1)扱いについては報告書原稿をかきあ

げるまでは地質家の周囲にありその後は代表的なもの�
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インドネシア1967年対

だけを博物館に送る.その番号はみな報告書にしるし

てありこれはオランダ時代から同じ方式の由.全部

標本は著者別に分類･格納されている.従って報告書

により標本をさカミすことができるが標本はとかく調査

者のあたりに停滞しがちで困難することは某国調査所と

同様とのことであった.

図書室の蔵書は約5万冊あり博物館とともにアジ

アの地質調査機関の申でトップクラスにある.蔵書は

殊に古い戦前のものは充実しているようで出版物ばか

りでなく報告原稿類が完全に保存されている.ちょっ

とみせて頂いたものの中には土木地質関係の原稿で1800

年代とか今世紀初頭のものとかカミ良好な保存状態にある

のには一驚した.現在の同所の出版物には次の

ようなものがあり世界中の他の地質調査所大学その

他の機関と出版物の交換をしている

a)Tec㎞ica1BuIlet三n:不定期1各冊一論文;鉱床地質およ

び古生物のシリｰズがある

b)ScientificPapers:不定期;各冊一論文;シリｰズなし

｡)Bu11etinofVolc朋…cSurvey:年1回

d)年報

e)Bu11etin(News):不定期;経過報告崩の短報1}概にい

くつかの論文

{)地質図:ジャワ;10万分拶)1

スマトラ;20万分の1

全国;2百万分の1

外調査入札区回

国FreeportSulphur杜の酉イリアンErtsbe㎎銅鉱床

調査開発があるだけである.

1)南東セレベスのニッケルｰINCO社

2)ビリトンバンカ両島の陸上海上の錫に対しては

a)ベツレヘムスチｰル社リオチント社などのグルｰプ

b)日本の伊藤忠杜

C)オランダのビリトンマイニング社

d)ブロｰクンヒル杜オｰシャンマイニング社チャタｰ

ドコンソリデｰショツ社

のグルｰプの4つが政府と交渉に入ることになっている

3)オｰシャンマイニング社は9つの海上地域の探査につき

“Letterofintena"にサインをしておりこの地球の中

にはセレベスのクロマイト酉ボノレネオの童鉱物北およ

び中央スマトラの金とスマトラの酉のシベルｰト

.(Siberut)島の燐鉱石が含まれている

4)全インドネシアのボｰキサイトについてのALCOA(ア

メリカアルミニムウ社)

また前述のとおり昨1967年11月には全国53地区の調査

開発の入札カミ公けにされその申込みの処理は1968年2

月半ばから開始とのことである(第4図).

次に鉱業の現状をみるとその生産高についてはシギ

ット氏による第1表をみていただくことにして石油天

然ガスを除いて最も重要匁鉱産物の錫については世

界最大の凌難船カミバンカ島にあるが能力一杯の活動はし

ていないし同島M㎜重泌の精錬所はまだ試験操業の

段階にある.

次に地質調査所によって与えられ鉱業関係の情報

は次のとおりである:

近い将来はおけるインドネシアの鉱業の発展は外国の

技術･資本の参加に抽うところがきわめて大きいと思わ

れる｡現在の所次のような各国名杜が契約を結ぶ直

前の段階にあり契約をすではむすんだものは既述の*

ボｰキサイトは現在もっとも活発な生産をみている

鉱種で1967年の生産額は100万トンに近づいている由

燐鉱石については前記のとおり1961年から63年にわ

たってソ連の協力による調査が行われたが思わしい成果

は爽られなかった.織醐バン万についてはその後

利周せられずただごく少量が顔料用に採掘された止�
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インドネシア科学院

船科学と人文学の部門i自然科学部門理学技術部門

あり同社の先任地質技呼1名とインドネシア地質調査

所派遣の地質技師4名測量員1名とが協力して調査中

であることは前にのべた通りであり.

ガ
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地採嘉

質鉱季

第3図インドネシア科学院の構成因

ダイヤモンドは周知の様にカリマンタン(ボノレネオ)

に産しバンジャルマシン付近のマノレダプｰラと北酉ウ

ｰルスンガイから現在生産をみている.これらは地方

住民によって稼行されまた約60万米ドノレの水選機1台

が購入されたという.地質調査所は報告書と一般地質

図とを作成また小範囲の地域を限ってモデノレ採鉱地区

とし合ダイヤモンド礫層の状態を調べることが試みら

れた.現在までのところではウｰルスンガイ盆地東

方のメラツｰス山脈には小さ狂蛇紋岩の岩株しかみられ

ずこれらダイヤモンドの源としては小さすぎると考え

られている.またこれらのダイヤモンド鉱床は昔の海

岸にそってある様にみえるとのことである.石炭鉱

業はわが国の場合と同様撤収問題になっていて現在

の所直接同鉱業に従事する人口は約7,000名家族を

入れると約2万人とされている.前記酉イリアンの銅

鉱床を探査中のFreeportSu1phur杜は総計7,000mに

及ぶ試錐を実施中でその位置は海抜3,O00mの高度に

インドネシア科学院の居室で東中教授

2Na.tio皿a1亙皿stit皿teofGeo1ogya皿d皿ini皿g,

亙皿donesia皿I〕1stit11teofScie11ces,遍and11皿9

1968年2月8目上記の研究所を訪れることができたが

同所のProf.Dr.JohnA.Kati1iによって与えられた

同所関係の情報は次のとおりである.狂お同教授はセ

レベス北部ゴロンタロの人でいわゆるメナド人に属する.

戦時中目本帝国海軍が同地方を占領中は特別中学生と

して教育をうけた由で今なお日本語カタカナを記憶し

ておられる.また談たまたま北セレベスヘの日本人移

民一江戸時代初頭前後などの一におよんだ時もしその

様な資料があったらほしい旨希望しておられたので読

者の中にこの方面のことについてご存知の方がおありで

あれば筆者まででもおしらせ下さればまことに幸いで

同教授におつたえしたくここに誌面を拝借お願いに

およぶわけである.

同教授バンドンエ大のPr0£Dr･Sart㎝oシギット

鉱山相補佐官コノ･ネス地質調査所長はいずれも1950年

バンドン工科大学地質学部に入学1956年57年の頃卒

業生となった由で同期の人々が今各方面の第一線でい

ずれも花々しく活躍しているわけである.

話を本題にもどすとこの研究所は1956年から62年ま

でComcilforScience(科学会議)とよばれ大統領直

属の機関であった.その後1962年から67年までは

InstituteofScience(科学院)とよばれMinistryof

NationalResearch(国家研究省)の管轄下にあつた.

さらにその後1967年ふたたび大統領直属となりその名も

IndonesianInstituteOfSciences(インドネシア科学院)

と変更されるに至った.そして将来はAcademyof

KATILI教授�
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Sciences(科学アカデミｰ)となって大統領に直属する

ものと期待されている.

この機関は

らかである.狂お地質の講義は以前からインドネシア

語で行われている由でPro£Kati1iぱ自著インドネシ

ア語の教本“Geo1og1"の大冊を示した.

1)国家全体としての研究について

2)各研究間の調整について

3)国家の科学･科学技術についての政策剛乍成について

政府に勧告する機能を有する.将来アカデミｰとなっ

た場合はソ連型のものとたって各種研究機関をその下だ

もつ様になろうとのことで完成後のこの機関の予想さ

れる構成は第3図に示すとおりであり.六機関はこれ

までの所緊密放連絡･協力を各大学との間にもっている

がねらいは基礎的研究を行ない他の諸分野において

も科学的方策をとる様に強調するにあり地質鉱業部門

についていうと地質調査所とは仕事の上で何ら重複す

亭ことなく相互補完的な関係にある.

現在国立地質鉱業研究所はバンドン工科大学鉱物工学

部ぽ隣接して建物がありKati1i教授は同学部の部長を

もかねる.ユネスコ派遣の東中教授は同研究所におら

れKati1i教授がたと協力してこれから大いに同所の発

展につくされるものとうかがえた.

婁バンドン工科大学鉱物工学部

前記地質鉱業研究所にひきつづいて当学部を訪れるこ

とかできたがこの学部は現在地質鉱山石滴工学の

3部門に分かれ地質学科の全学生数は大学院学生もい

れて現在200名1968年は9名入学したという.1950

年第1回学生が入学してからほぼ20年たつわけである.

古生物の標本はたくさんのジャワ産の象の窟の化石チ

モｰル島の美しい化石だとカミめにつきまた岩石類の標

本もそろっている.図書室は地質調査所のものに比べ

ればはるかに小さいがタイのチュラルンコノレン大学の

それとくらべてけして見劣リし狂い様にみうけた.そ

の他の器械設備類はあまり拝見できなかったカミ写真地

質の機械などもととのえられているとのことである.

構内はすこぶる広く将来の諸施設の拡充などを考乏れ

ぱこの点非常に恵まれていて今後カミ薬しみとい免よう.

現在食糧不足のこととてトウモロコシなどが作られこ

こでも戦争直後のわれわれの生活を思いだした.衣に

はともあれこの大学の施設にしても科学院のそれにし

ても少なくとも地質鉱業関係の部門ではインドネシア

地質調査所の現有する蔵書･資料･標本･各種設備およ

び職員などを有効に利用することがさしあたって現実的

でありそのためにはバンドンカミその所在として最適地

であることは,P工｡qKati1iの言をまつまでもなくあき

むすび

以上四つの機関をかけ足ながら拝見できたのはまこと

に幸いでその間のジギット補佐官ヨハネス所長

Pro£KatiIiその他の方々の心をこめてのてくぱりこ

ころづかいには深謝の他ない.これはシギヅト氏を訪

れた時のそれもいれての私の個人的な印象になるカミ今

までにみたエカフェ地域12か国の地質調査機関大学な

どを頭にいれて次のようなことを感じた.

�

㈩

㌩

遂)

インドネシア地質調査所の保有する蔵書｡未公表資料1漂

本その他の物的財産は域内でも第1級のものである

そしてこれらのものを扱うについてオランダ人の残してい

ったよい意蛙の伝統を守りそだてている宙これはよその

国の中には昔の宗主国ののこしていった文化的遺産を守り

意れず荒廃に帰するままにしたりまた仕事の上の音か

もの形式的な面にぱかりこだわってその本来の精神を李く

見失ってしまっているものもあるのをみる時強く感ぜら

勅る

一方地質調査所だけにかぎらず自分たち自身の努力に

よる自国の発展闘発に非常な精カをそそぎしかも他の国

冷の申に蜜濠みもれる小児病的排他的な国家主義ぽおちい

っていない

国の地質調査事業の本質をわきまえその正しい方向を見

炎細ず高い現想と現実にのりとった潜笑な手段とをつか

み組織的に仕蜜をすすめている

5)行政機関調査所研究所大学ポそれぞれの分を守りな

がらきわめて緊密なっながりを保ち行政･調査･研究･

教育の各部門の活動を最も効率的なものにしている.こ

れについては各機関それぞれの責任者の間の人問的なむす

びつきが大きく関係している様に思われる

6)人々が謙虚でやさくすなおであって独善的な所がなく

外国人の言にも耳をかす心のひろさカ茎ある.このことは

エカエフ地域内では必ずしもどの国にもみられるというも

のではない

7)宗教･言語･種族･階級･風俗などのちがいによる杜会的

制約が少ない.この制約の結果はアジアのある国々では

きわめて重大な問題となっている

戦後この国を訪れた外国人は目本人であること否とを問

わずこの国の状態をあまりよくいう人カミ少たかった.

25年ぶりでここを訪れる私としてはどうかそんなひどい

ことになっていないようにと祈る様な気持であったが

現在までの政治や経済その他の面での非常な困難にもか

かわらず上にのべたような明るい印象をうけた.この

私のえた印象が正しく同国の将来カミきわめて明るいも

のであることを信じつつ筆をおきたい.

(筆者は元所員現在パンコクエカフエ事務局)�
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工業技術院創立20周年記念展示会における地質調査所の展示r日本の火山｣

工業技術院創立20局年記念式

典.挙行される

工業技術院では昭和23年工業技術庁として創立以来

わが国の鉱工業技術に関する唯一の総合行政および試験

研究実施機関として産業技術水準の向上に努力してま

いりましたがこのたび創立20周年を迎えこれを記念

して式典および祝賀会が去る11月12目東京ヒノレトンホ

テノレで盛大に挙行されました.

なお表彰をうけた研究テｰマおよび研究者はつぎのと

おりであります.

通商産業大臣賞

工業技術院長賞

〃

工業技術院長賞

｢トランジスタ電子計算機ETLMarた4

の開発ならびに工業化｣

電気試験所和田弘ほか5名

r長さ標準の確立に関する研究｣

計量研究所桜井好正ほか7名

｢工作機械のオｰトメイションの研究｣

機械試験所浮岡祐吉ほか8名

｢工業触媒に関する研究｣

東京工業試験所内田螺ほか8名

〃rイソメラｰゼに関する研究｣

発酵研究所高崎義幸ほかエ名

以上5テｰマおよび研究員の方々であります.

工業技術院創立20周年を記念して工業技術院と目利

工業新聞杜の共同主催による｢'69優秀工業新製品展｣が

11月9目～14目までの6日間東京都立産業会館で実施

され記念コｰナｰには工業技術院傘下在京9試験研

究所の研究現況およびその成果カミ展示されました｡
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